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第

1
話

暴
君
王
は
私
を
断
罪
し
て
く
れ
ま
せ
ん



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

3

「
氷
の
悪
役
令
嬢
に
ふ
さ
わ
し
い
末
路
で
す
わ
ね
」

扇
の
影
で
誰
か
が
そ
う
さ
さ
や
い
た
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
ル
ト
ナ
は
扇
を
握
り
直
し
た
。

扇
の
柄
が
白
い
手
の
ひ
ら
に
食
い
込
む
。

卒
業
パ
ー
テ
ィ
。

カ
ル
デ
ィ
ア
帝
国
王
立
学
院
、
最
終
学
年
の
夜
。

大
広
間
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
何
百
と
い
う
蝋
燭
の
灯
を
散
ら
し
て
い
た
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

4

大
理
石
の
床
に
、
ド
レ
ス
の
裾
が
広
が
っ
て
い
る
。

鏡
張
り
の
壁
に
自
分
の
姿
が
く
り
返
し
映
っ
て
い
た
。

プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド
の
編
み
込
み
。

薄
紫
の
瞳
。

白
磁
の
頬
。

絵
本
に
描
か
れ
た
通
り
の
悪
役
令
嬢
の
姿
。

（——

予
定
通
り
で
す
わ
ね
）



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

5

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
心
の
中
だ
け
で
つ
ぶ
や
い
た
。

ゲ
ー
ム
『
カ
ル
デ
ィ
ア
帝
国
記
』
の
卒
業
パ
ー
テ
ィ
。

悪
役
令
嬢
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
い
じ
め
た
罪
で
断
罪
さ
れ
る

夜
。

断
罪
さ
れ
て
処
刑
さ
れ
る
夜
。

八
歳
で
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
し
て
か
ら
十
二
年
。

わ
た
く
し
は
、
こ
の
夜
の
た
め
に
生
き
て
き
た
。

誰
も
い
じ
め
ず
、
誰
の
恋
路
も
邪
魔
せ
ず
、
た
だ
静
か
に
「
悪
役
令
嬢
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

6

を
演
じ
き
っ
て
。

——
け
れ
ど
、
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
の
強
制
力
に
は
勝
て
な
い
。

予
定
通
り
、
断
罪
さ
れ
る
た
め
に
。

「
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
ル
ト
ナ
！
」

会
場
の
中
央
か
ら
震
え
る
声
が
上
が
っ
た
。

異
母
妹
の
ア
ン
ナ
リ
ー
ザ
。

ゲ
ー
ム
の
主
人
公
。

継
母
の
実
娘
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

7

涙
で
潤
ん
だ
青
い
瞳
が
、
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

白
い
ド
レ
ス
の
裾
が
、
ふ
る
り
と
揺
れ
た
。

そ
の
肩
を
三
人
の
青
年
が
支
え
て
い
る
。

近
衛
騎
士
団
長
の
弟
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
。

宰
相
補
佐
の
オ
ー
レ
リ
オ
。

大
神
殿
の
若
き
神
官
、
ノ
ア
。

ゲ
ー
ム
の
攻
略
対
象
。

全
員
、
ア
ン
ナ
リ
ー
ザ
の
取
り
巻
き
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

8

「
あ
な
た
が
、
わ
た
く
し
に
な
さ
っ
て
き
た
こ
と——

も
う
、
許
せ
ま

せ
ん
わ
」

ア
ン
ナ
リ
ー
ザ
の
声
が
震
え
る
。

よ
く
訓
練
さ
れ
た
涙
だ
っ
た
、
と
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
思
っ
た
。

…
…

い
や
、
そ
れ
す
ら
前
世
の
記
憶
の
せ
い
で
そ
う
見
え
て
し
ま
う
の
か

も
し
れ
な
い
。

（——

わ
た
く
し
、
何
も
し
て
い
な
い
、
け
れ
ど
）

（
ゲ
ー
ム
の
強
制
力
に
は
、
抗
え
な
い
、
決
ま
り
）



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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「
殿
下
、
あ
な
た
の
父
上
が
崩
御
さ
れ
て
か
ら
半
年
。
あ
な
た
は
派
閥

の
整
理
に
追
わ
れ
、
社
交
界
の
悪
意
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ

た
」ア

ン
ナ
リ
ー
ザ
が
玉
座
の
方
角
に
向
か
っ
て
続
け
る
。

玉
座
は
、
空
席
だ
っ
た
。

暴
君
王
は
本
来
こ
ん
な
場
に
は
現
れ
な
い
。

社
交
ゼ
ロ
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

10

父
上
を
継
い
で
以
来
、
貴
族
と
の
会
話
を
一
度
も
交
わ
さ
な
い
血
の
王
太

子
。「

で
す
か
ら
、
わ
た
く
し
た
ち
が
申
し
上
げ
ま
す
」

ヴ
ィ
ク
ト
ル
が
剣
の
柄
に
手
を
置
い
た
。

オ
ー
レ
リ
オ
が
巻
物
を
広
げ
る
。

ノ
ア
が
神
官
の
杖
を
掲
げ
た
。

「
フ
ォ
ル
ト
ナ
家
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
嬢
に
は——

本
日
付
で
北
の
処
刑

塔
へ
の
送
致
を
求
め
ま
す
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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ざ
わ
め
き
が
波
の
よ
う
に
広
が
っ
た
。

扇
の
音
。

ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
交
わ
さ
れ
る
声
。

誰
も
、
誰
も
止
め
よ
う
と
し
な
い
。

（…
…

え
え
、
そ
れ
で
結
構
で
す
わ
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
扇
を
た
た
ん
だ
。

パ
チ
ン
、
と
乾
い
た
音
が
響
く
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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本
来
で
あ
れ
ば
、
悪
役
令
嬢
は
こ
こ
で
叫
ぶ
は
ず
だ
。

冤
罪
を
訴
え
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
罵
倒
し
、
衛
兵
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
る
。

ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
そ
う
い
う
設
計
だ
っ
た
。

け
れ
ど
。

「——

承
知
し
ま
し
た
わ
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
声
は
、
静
か
だ
っ
た
。

ヒ
ロ
イ
ン
を
罵
倒
す
る
代
わ
り
に
深
く
膝
を
折
る
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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貴
婦
人
の
礼
。

完
璧
に
近
い
。

「
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
連
れ
く
だ
さ
い
ま
し
」

ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
目
が
、
わ
ず
か
に
揺
れ
た
。

オ
ー
レ
リ
オ
が
巻
物
の
手
を
止
め
る
。

ノ
ア
が
白
い
手
袋
の
指
を
組
ん
だ
。

（——

あ
ら
？ 

三
人
と
も
台
本
に
な
い
反
応
で
す
こ
と
）



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

14

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
心
の
中
で
首
を
傾
げ
た
。

が
、
そ
れ
も
一
瞬
の
こ
と
。

「
お
姉
様…

…

ど
う
し
て
抵
抗
な
さ
ら
な
い
の…

…

？
」

ア
ン
ナ
リ
ー
ザ
の
声
が
、
わ
ず
か
に
掠
れ
る
。

予
想
外
の
対
応
に
台
本
が
崩
れ
た
ら
し
か
っ
た
。

（
だ
っ
て
そ
う
い
う
設
計
の
ゲ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
も
の
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
、
う
な
ず
き
だ
け
を
返
し
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
ル
が
、
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て
く
る
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

15

そ
の
手
が
白
い
手
首
に
伸
び
た——

——
そ
の
時
。

玉
座
の
間
に
続
く
、
大
扉
が
開
い
た
。

誰
か
の
号
令
で
は
な
い
。

扉
そ
の
も
の
が
内
側
か
ら
ひ
と
り
で
に
開
い
た
か
の
よ
う
に
。

「
断
罪
は
、
俺
の
権
限
だ
」

低
い
声
が
、
ひ
と
つ
。

会
場
の
空
気
が
一
斉
に
凍
り
つ
い
た
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

16

漆
黒
の
長
髪
を
後
ろ
で
ひ
と
つ
に
結
っ
て
い
る
。

血
の
よ
う
な
、
赤
い
瞳
。

黒
紫
の
正
装
に
王
家
の
紋
章
。

長
身
細
身
の
影
が
扉
口
に
立
っ
て
い
た
。

暴
君
王
、
エ
リ
ア
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
ル
デ
ィ
ア
。

半
年
前
に
父
上
を
継
い
だ
、
血
の
王
太
子
。

服
喪
、
明
け
ず——

、
戴
冠
、
ま
だ
。

社
交
界
に
一
度
も
降
り
て
こ
な
か
っ
た
男
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

17

（
う
そ…

…

っ
、
な
ん
で…

…

？
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
背
筋
が
跳
ね
た
。

扇
を
持
つ
手
が
止
ま
る
。

な
ぜ
、
暴
君
王
が
、
こ
こ
に
？

ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
王
太
子
の
登
場
は
最
終
戦
の
場
面
の
は
ず
。

「
俺
の
悪
役
令
嬢
を
お
前
た
ち
が
断
罪
す
る
こ
と
は
、
許
さ
な
い
」

エ
リ
ア
ス
は
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
み
出
た
。

会
場
の
す
べ
て
の
令
嬢
が
扇
の
影
で
息
を
呑
む
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

18

ヴ
ィ
ク
ト
ル
が
剣
の
柄
か
ら
手
を
離
し
た
。

オ
ー
レ
リ
オ
の
巻
物
が
、
す
る
り
と
床
に
落
ち
る
。

ノ
ア
の
杖
が
、
わ
ず
か
に
傾
い
だ
。

「
殿
下…

…
？
」

ア
ン
ナ
リ
ー
ザ
の
声
が
震
え
る
。

涙
が
止
ま
っ
て
い
た
。

白
い
頬
が
青
ざ
め
て
い
る
。

「
俺
の
何
だ
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
て…

…

？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

19

「
悪
役
令
嬢
」

エ
リ
ア
ス
は
笑
っ
た
。

冷
酷
な
暴
君
と
呼
ば
れ
る
男
が
笑
っ
た
。

「
俺
の
」

も
う
一
度
、
ゆ
っ
く
り
と
。

会
場
が
、
し
ん
、
と
静
ま
り
返
る
。

誰
も
息
を
吐
け
な
い
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

20

エ
リ
ア
ス
の
赤
い
瞳
が
、
た
だ
一
点
を
見
て
い
た
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
、
顔
を
。

「…
…

殿
下
。
お
戯
れ
も
、
ほ
ど
ほ
ど
に
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
声
が
、
よ
う
や
く
出
た
。

扇
を
握
る
手
が
震
え
て
い
る
。

「
私
は…
…

ゲ
ー
ム
の
悪
役
令
嬢
で
す
わ
。
あ
な
た
の…

…

運
命
の
相

手
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

21

言
葉
が
自
分
の
意
思
を
裏
切
っ
て
あ
ふ
れ
た
。

言
っ
て
は
な
ら
な
い
単
語
が
混
ざ
っ
た
。

ゲ
ー
ム——
前
世
の
言
葉
。

そ
れ
を
、
エ
リ
ア
ス
の
前
で
口
に
し
て
し
ま
っ
た
。

（
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
わ…

…

っ
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
下
唇
を
ぎ
ゅ
っ
と
、
押
さ
え
た
。

が
、
エ
リ
ア
ス
の
表
情
は
変
わ
ら
な
い
。

「
ふ
ぅ
ん
？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

22

血
の
瞳
が
近
づ
い
て
く
る
。

長
身
の
影
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
前
ま
で
来
た
。

「
そ
れ
で
俺
の
悪
役
令
嬢
は——

何
が
言
い
た
い
？
」

白
い
手
首
を
つ
か
ま
れ
た
。

大
き
な
手
の
ひ
ら
が
骨
ご
と
包
む
。

冷
た
い
指
先
。

「
殿
下——

」

「
来
い
。
玉
座
の
間
で
続
き
を
聞
こ
う
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

23

声
は
、
低
か
っ
た
。

命
令
だ
っ
た
。

会
場
の
ざ
わ
め
き
は
、
も
う
聞
こ
え
な
い
。

た
だ
、
エ
リ
ア
ス
の
足
音
と
自
分
の
心
臓
の
音
だ
け
が
頭
の
中
で
重
な
っ

て
い
た
。

大
広
間
の
出
口
へ
。

吹
き
抜
け
の
回
廊
へ
。

玉
座
の
間
へ
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

24

手
を
引
か
れ
て
歩
く
。

歩
か
さ
れ
る
。

ド
レ
ス
の
裾
が
大
理
石
を
擦
る
音
。

（
処
刑
塔
で
は
な
く
、
玉
座
の
間…

…

？ 

何
が
起
き
て
い
る

の…
…

？
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
頭
の
中
で
ゲ
ー
ム
の
選
択
肢
ツ
リ
ー
が
音
を
立
て
て

揺
ら
い
だ
。

＊
　
　
＊
　
　
＊



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

25

玉
座
の
間
。

扉
が
内
側
か
ら
閉
じ
ら
れ
た
。

近
衛
が
、
い
な
い
。

侍
従
も
、
い
な
い
。

た
だ
、
玉
座
の
間
に
ふ
た
り
だ
け
。

磨
き
上
げ
ら
れ
た
大
理
石
の
床
に
玉
座
の
影
が
長
く
落
ち
て
い
る
。

「
殿
、
下…

…

」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

26

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
声
が
震
え
た
。

手
首
を
引
か
れ
た
ま
ま
、
玉
座
の
段
差
を
上
ら
さ
れ
る
。

一
段
、
二
段
、
三
段
。

玉
座
の
前
。

黒
い
革
と
金
細
工
で
覆
わ
れ
た
王
の
椅
子
。

そ
の
前
で
エ
リ
ア
ス
は
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
処
刑
前
の
、
慣
わ
し
だ
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

27

エ
リ
ア
ス
は
自
分
の
腰
帯
を
抜
い
た
。

黒
紫
の
絹
。

王
太
子
の
こ
ろ
か
ら
愛
用
し
て
い
る
儀
礼
帯
。

「
動
く
な
よ
？
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
両
手
首
が
後
ろ
で
重
ね
ら
れ
た
。

絹
が
、
し
ゅ
る
り
と
巻
か
れ
る
。

二
重
に
三
重
に
。

絹
の
擦
れ
る
音
が
玉
座
の
間
に
響
い
た
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

28

し
ゅ
る…

…

っ
♡

し
ゅ
る…

…

っ
♡

「
殿
下…

…

、
こ
れ
は…

…

っ
」

「
黙
っ
て
ろ
」

声
は
、
低
く
、
甘
い
。

「
言
っ
た
ろ
う
。
処
刑
前
の
、
慣
わ
し
だ
と
」

絹
の
結
び
目
が
、
き
つ
く
な
る
。

ぎ
ゅ
っ
、
と
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

29

（
や
だ
、
こ
の
体
勢…

…

っ
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
玉
座
の
前
で
後
ろ
手
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
。

ド
レ
ス
の
裾
が
玉
座
の
段
差
に
乱
れ
て
広
が
る
。

エ
リ
ア
ス
は
後
ろ
に
立
ち
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
背
に
手
を
回
し
た
。

純
白
の
ド
レ
ス
の
背
。

絹
の
編
み
紐
が
上
か
ら
順
に
通
っ
て
い
る
。

「
綺
麗
な
、
背
中
だ
な
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

30

大
き
な
手
の
ひ
ら
が
紐
に
触
れ
る
。

ぴ…
…

っ
。

ぴ…
…

っ
。

紐
が
一
本
ず
つ
、
抜
か
れ
て
い
く
。

「
殿
下
、
ま
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し…

…

っ
」

「
待
て
る
の
か
？ 

俺
は
、
お
前
の
お
胸
も
、
お
豆
も
、
十
二
年
待
っ

た
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

31

声
に
笑
み
が
混
じ
る
。

最
後
の
編
み
紐
が
抜
け
た
。

ド
レ
ス
の
背
が
、
ふ
わ
り
と
開
く
。

白
い
肩
。

白
い
背
中
。

コ
ル
セ
ッ
ト
の
紐
。

「
お
胸
か
ら
、
見
せ
ろ
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

32

エ
リ
ア
ス
は
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の
紐
の
端
を
ぐ…

…

っ
、
と
引
い
た
。

絹
の
擦
れ
る
音
。

ぎ
し…

…
っ
♡

し
ゅ
る…

…

っ
♡

「
あ…

…

っ
」

コ
ル
セ
ッ
ト
が
緩
む
。

胸
の
谷
間
に
空
気
が
入
る
感
覚
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
息
が
一
段
、
浅
く
な
っ
た
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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「
俺
の
死
刑
囚
は
敏
感
だ
な
ぁ
」

エ
リ
ア
ス
の
指
が
白
い
肩
の
う
し
ろ
に
置
か
れ
る
。

ち
ゅ
っ
、
と
。

唇
が
肩
に
触
れ
た
。

ち
ゅ
っ
♡

ち
ゅ
っ
♡

ち
ゅ
ぅ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

34

う
な
じ
か
ら
肩
へ
。

肩
か
ら
肩
甲
骨
の
上
へ
。

短
い
キ
ス
が
連
続
で
落
ち
る
。

「
や…

…

っ
、
お
や
め…
…

、
く
だ
さ…

…

っ
」

「
や
め
ろ
っ
て
言
っ
て
る
の
に
う
な
じ
が
跳
ね
て
る
」

エ
リ
ア
ス
の
指
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
細
い
顎
を
横
か
ら
軽
く
挟
ん

だ
。

顔
を
後
ろ
に
振
り
向
か
さ
れ
る
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

35

「
処
刑
前
の
ご
褒
美
、
欲
し
い
？
」

「
ご
褒
、
び…

…

？
」

「
う
ん
♡ 
ほ
ら
、
ね
だ
っ
て
み
？
」

ち
ゅ
っ
♡

今
度
は
、
頬
の
横
に
。

耳
の
す
ぐ
下
に
。

く
す
ぐ
っ
た
い
場
所
に
唇
が
連
打
さ
れ
て
い
く
。

ち
ゅ
っ
♡
ち
ゅ
っ
♡
ち
ゅ
ぅ
♡
ち
ゅ
っ
♡
ち
ゅ
ぅ
ぅ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

36

（
だ
め
、
こ
ん
な
の…

…

、
し
ら
な
い…
…

っ
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
背
が
震
え
た
。

膝
の
力
が
抜
け
そ
う
に
な
る
。

拘
束
さ
れ
た
両
手
首
が
自
分
の
腰
の
う
し
ろ
で
握
り
合
う
か
た
ち
に
な

る
。

逃
げ
場
が
な
い
。

「
素
直
に
な
れ
よ
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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エ
リ
ア
ス
の
片
手
が
、
ド
レ
ス
の
脇
か
ら
滑
り
込
ん
だ
。

コ
ル
セ
ッ
ト
の
内
側
に
指
が
入
る
。

白
い
肌
の
上
を
ゆ
っ
く
り
と
撫
で
上
げ
た
。

「
ほ
ら——
お
胸
♡
」

大
き
な
手
の
ひ
ら
が
左
の
胸
を
下
か
ら
包
ん
だ
。

「
あ
、
あ…
…

っ
」

「
も
う
乳
首
、
疼
い
て
る
な
ぁ…

…

♡ 

俺
の
悪
役
令
嬢
の
、
く
せ
に

♡
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

38

エ
リ
ア
ス
の
親
指
が
、
ド
レ
ス
越
し
に
乳
首
を
つ
ん
つ
ん
っ
、
と
弾
い

た
。つ

ん
つ
ん
♡

つ
ん
つ
ん
♡

つ
ん
っ
♡

布
の
上
か
ら
軽
く
。

軽
く
だ
け
。

「
ふ
、
ぁ…

…

っ
、
ぁ…

…

」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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（
軽
い
の
な
の
に…

…

っ
、
な
ん
で…
…

っ
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
腰
が
勝
手
に
揺
れ
た
。

絹
の
腰
帯
が
皮
膚
を
擦
る
。

拘
束
さ
れ
た
手
首
が
、
ぎ
ゅ…

…

っ
、
と
握
り
し
め
ら
れ
る
。

ぎ
し…

…

っ
♡

ぎ
し…

…

っ
♡

玉
座
の
前
で
革
の
擦
れ
る
音
が
、
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
。

「
さ
て
と
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

40

エ
リ
ア
ス
の
片
手
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
腰
を
抱
い
た
。

も
う
片
手
で
玉
座
の
座
面
に
ぽ
ん
、
と
触
れ
る
。

「
お
前
の
処
刑
台
は
、
こ
こ
だ
」

ぐ
っ
、
と
肩
を
押
さ
れ
た
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
上
半
身
が
玉
座
の
座
面
に
倒
さ
れ
る
。

頬
が
玉
座
の
革
に
ぴ
た
り
と
押
し
付
け
ら
れ
た
。

「
あ…
…

っ
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

41

ひ
や…

…

っ
、
と
冷
た
い
革
。

ぎ
し…

…

っ
♡
、
と
座
面
の
音
。

拘
束
さ
れ
た
手
首
が
背
中
で
天
井
を
向
く
。

ド
レ
ス
の
裾
が
、
ふ
わ
り
と
、
め
く
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
白
い
絹
だ
な
」

エ
リ
ア
ス
の
声
が
笑
っ
て
い
る
。

下
着
の
絹
に
指
が
触
れ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
、
横
に
横
に
ず
ら
す
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

42

「
も
う
、
お
ま
ん
こ
、
こ
ん
な
に
、
な
っ
て
る
」

ぐ
ち…

…

っ
。

大
き
な
指
の
腹
が
、
お
豆
に
、
ひ
と
つ
触
れ
た
。

ぐ
ち…

…

っ
♡

ぐ
ち…

…

ぐ
ち…
…
っ
♡

ぐ
ち
ゅ…

…

ぐ
ち
ゅ…

…
ぐ
ち
ゅ…

…

っ
♡

「
ひ
っ
、
ぁ…

…

っ
、
殿
、
下…

…

っ
」

「
う
ん
、
な
に
？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

43

「
だ
、
だ
め…

…

、
そ
れ
は
、
だ
め…
…

っ
」

「
だ
め
な
の
は
、
ど
っ
ち
？ 

俺
の
指
？ 

そ
れ
と
も
、
お
ま
ん
こ
が
濡

れ
て
る
こ
と
？
」

エ
リ
ア
ス
の
中
指
が
、
お
ま
ん
こ
の
奥
に
、
ぬ
る
り
と
、
滑
り
込
ん

だ
。ぬ

ぷ…
…

っ
♡

ぬ
ぷ
ぬ
ぷ…
…

っ
♡

ぬ
ぷ
、
ぬ
ぷ
、
ぬ
ぷ
っ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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「
ぁ
、
あ
、
あ
、
あ…

…

っ
♡
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
声
が
玉
座
の
革
の
上
で
震
え
る
。

頬
が
革
に
押
し
付
け
ら
れ
た
ま
ま
。

拘
束
さ
れ
た
手
首
が
、
ぎ
ゅ
っ
、
と
握
り
直
さ
れ
る
。

「
狭
い
な
ぁ
。
俺
の
悪
役
令
嬢
の
お
ま
ん
こ
♡
」

エ
リ
ア
ス
の
指
が
二
本
に
増
え
た
。

ぐ
ち
ゅ
♡
ぐ
ち
ゅ
♡
ぐ
ち
ゅ
♡
ぐ
ち
ゅ
♡

「
ほ
ら
、
お
ま
ん
こ
、
ぐ
ち
ゅ
ぐ
ち
ゅ
言
っ
て
る
ぞ
？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

45

「
い
、
わ
な
い
、
で…

…

っ
」

「
言
う
っ
て
。
事
実
だ
ろ
？
」

ぬ
っ
♡
ぬ
っ
♡
ぬ
っ
♡
ぬ
ぷ
っ
♡
ぬ
ぷ
っ
♡
ぬ
ぷ
っ
♡

二
本
指
が
お
ま
ん
こ
の
奥
を
撫
で
る
。

ぐ
っ
、
と
曲
げ
て
押
し
当
て
る
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
腰
が
玉
座
の
前
で
跳
ね
た
。

「
ぁ…
…

っ
、
ぁ…

…

っ
、
そ
こ
、
や
っ…

…

、
や
ぁ…

…

っ
♡
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

46

（
し
ら
な
い
、
し
ら
な
い
、
こ
ん
な
の
、
ゲ
ー
ム
に
、
な
か
っ
た…

…
っ
♡
♡
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
内
側
で
何
か
が
軋
む
音
が
し
た
。

予
定
通
り
処
刑
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

淡
々
と
断
罪
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

な
の
に
い
ま
、
王
の
玉
座
の
上
で
。

暴
君
王
の
指
で
白
い
太
腿
を
擦
り
合
わ
せ
て
震
え
て
い
る
。

「
ね
ぇ
、
シ
ャ
ル
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

47

名
前
を
呼
ば
れ
た
。

愛
称
を
。

「
あ…

…
っ
」

「
お
前
の
お
ま
ん
こ
、
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
♡
し
て
も
い
い
？
」

「
ぱ
、
ぱ
ち
ゅ…
…
っ
？
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
言
葉
に
目
を
見
開
い
た
。

「
う
ん
♡
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

48

エ
リ
ア
ス
は
笑
っ
て
い
た
。

声
が
低
い
。

甘
い
。

「
お
ま
ん
こ
、
ぱ
ち
ゅ
ぱ
ち
ゅ
♡
さ
れ
た
ら
、
い
っ
ぱ
い
泣
い
て
、
い

っ
ぱ
い
鳴
い
て
く
れ
る
？
」

「
し
、
知
り
ま
せ
ん…

…
っ
、
知
ら
な
い
、
わ
た
し…

…

、
し
ら
な
、

ぃ…
…

っ
♡
」

（
や
ば
っ…

…

、
こ
れ
、
だ
め
、
な
や
つ…

…

♡
♡
）



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

49

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
内
心
で
前
世
の
言
葉
が
漏
れ
た
。

前
世
の
OL
が
職
場
で
口
走
っ
て
い
た
あ
の
言
葉
。

な
ぜ
今
、
そ
れ
が
浮
か
ん
で
く
る
の
か
。

「
い
ま
、
な
ん
て
言
っ
た
？
」

エ
リ
ア
ス
の
声
が
低
く
な
っ
た
。

「
な
ん
で
な
い…

…

っ
」

「
ふ
ぅ
ん
♡ …

…

ま
あ
、
い
い
。
後
で
、
も
う
一
度
、
聞
か
せ
ろ

よ
？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

50

ぬ
ぷ
っ
、
と
指
が
抜
か
れ
た
。

代
わ
り
に
、
エ
リ
ア
ス
が
自
分
の
正
装
を
片
手
で
乱
し
た
。

黒
紫
の
布
の
下
か
ら
、
お
ち
ん
ち
ん
が
現
れ
た
。

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
白
い
太
腿
に
ぐ
っ
、
と
押
し
当
て
ら
れ
る
。

「
あ
、
ぁ…

…

っ
」

（
あ
つ
、
い…
…

っ
）

太
腿
に
火
傷
の
よ
う
な
熱
。

そ
の
上
を
滑
ら
せ
る
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

51

「
処
刑
前
の
、
慣
わ
し
だ
」

エ
リ
ア
ス
は
、
も
う
一
度
低
く
言
っ
た
。

「
動
く
な
よ
、
俺
の
死
刑
囚
♡
」

ぐ
っ
、
と
。

亀
頭
が
お
ま
ん
こ
に
押
し
当
て
ら
れ
た
。

ぬ
っ…

…

♡

「
ひ…
…

ぁ
、
ぁ…

…

っ
♡
」

「
ち
ん
ぽ
、
入
る
ぞ
？
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

52

「
殿
、
下
、
ま
、
待
っ…

…

、
ま
っ
、——

」

ず
ぶ
っ…

…

っ
♡

ず
ぶ
ず
ぶ
ず
ぶ…

…

っ
♡

ず
ぶ
っ
、
ず
ぶ
っ
、
ず
ぶ
っ…

…

♡

ち
ん
ぽ
が
お
ま
ん
こ
の
奥
ま
で
、
一
気
に
通
さ
れ
た
。

「
あ
゛
、
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ…

…
っ
♡
♡
♡
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
声
が
玉
座
の
間
に
響
い
た
。

高
く
て
長
く
て
震
え
る
声
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

53

頬
が
玉
座
の
革
に
擦
れ
る
。

ぎ
し…

…

っ
♡

ぎ
し…

…
っ
♡

ぎ
し
、
ぎ
し
、
ぎ
し…
…

っ
♡

「
狭
い
な
ぁ
、
俺
の
悪
役
令
嬢
の
ま
ん
こ
♡
」

エ
リ
ア
ス
の
腰
が
、
ゆ
っ
く
り
と
、
引
か
れ
て
ま
た
押
さ
れ
た
。

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

54

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡

「
ひ
ぃ
っ
♡ 

ひ
っ
♡ 

ひ
ぃ…

…

っ
♡
」

「
お
前
、
わ
か
っ
て
る
？ 

ど
こ
に
ち
ん
ぽ
、
入
っ
て
る
か
」

だ
ち
ゅ
っ
♡ 
だ
ち
ゅ
っ
♡ 

だ
ち
ゅ
っ
♡

「
ぎ
ょ…

…

、
ぎ
ょ
く
、
ざ…

…

っ
♡
」

「
そ
う
。
お
前
の
処
刑
台
で
、
ま
ん
こ
、
犯
さ
れ
て
る
」

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡ 

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡ 
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡

「
俺
の
死
刑
囚
♡ 

俺
の
悪
役
令
嬢
♡
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

55

（
玉
座
の
上
で…

…

、
わ
た
く
し…

…

、
あ
ぁ
、
あ
ぁ…

…

♡
♡
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
内
心
で
ゲ
ー
ム
の
設
計
図
が
跡
形
も
な
く
、
白
紙
に

な
っ
た
。

予
定
通
り
に
死
ぬ
は
ず
だ
っ
た
。

冷
た
い
刃
で
首
を
落
と
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

な
の
に
い
ま
、
暴
君
王
の
ち
ん
ぽ
で
腹
の
奥
を
擦
ら
れ
て
い
る
。

だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち

ゅ
っ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました
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「
処
刑
、
前
の
、
ご
褒
美
、
ね
♡ 

ち
ん
ぽ
、
た
く
さ
ん
、
も
ら
っ
と
け

♡
」「

ぁ…
…

っ
、
ぁ…

…

っ
、
う
゛…

…

、
お
゛…

…

っ
♡
♡
」

濁
点
が
混
じ
る
。

声
に
。

子
宮
口
を
ぐ
っ
、
と
突
か
れ
た
瞬
間
に
。

「
ご
褒
美
」

エ
リ
ア
ス
は
、
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
と
言
っ
た
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

57

「
俺
、
お
前
の
ま
ん
こ
、
ぐ
ち
ゅ
ぐ
ち
ゅ
し
た
か
っ
た
。
十
二
年
」

だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡

「
あ…

…
っ
、
ぁ…

…

っ
、
わ
、
わ
か
ん
な…

…

っ
、
わ
か
ん
な

っ…
…

♡
」

「
い
い
子
♡——
じ
ゃ
な
い
、
悪
い
子
♡
だ
な
、
お
前
」

ぐ
っ
、
と
腰
が
押
し
込
ま
れ
た
。

子
宮
口
に
亀
頭
が
当
た
る
。

「
ひ
ぐ
っ
♡ 

ぃ
゛…

…

っ
♡
」



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

58

「
子
宮
口
、
い
い
の
？
」

ぐ
っ…

…

ぐ
っ…

…

ぐ
っ…

…

♡

子
宮
口
を
何
度
も
突
か
れ
る
。

「
い
い
、
け
ど
、
い
い
、
け
ど
、
こ
わ
い
、
け
ど…

…

っ
♡
」

（
壊
れ
る
、
こ
わ
れ
る
、
こ
わ
れ
ち
ゃ
う…

…

、
わ
た
し…

…

♡
♡
）

「
壊
れ
ろ
よ
。
俺
の
前
で
な
ら
、
ま
ん
こ
、
全
部
、
壊
れ
て
い
い
」

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

59

腰
の
動
き
が
加
速
す
る
。

玉
座
の
革
が
軋
む
。

ぎ
し
っ
♡
ぎ
し
っ
♡
ぎ
し
っ
♡
ぎ
し
っ
♡

「
ぁ
、
あ
、
あ
、
ぁ…
…

っ
、
ぃ
、
い
ぐ
、
い
ぐ
ぅ…

…

っ
♡
♡
」

「
い
け
よ
。
俺
の
悪
役
令
嬢
」

だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
だ
ち
ゅ

ん
っ
♡
だ
ち
ゅ
ん
っ
♡
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「
ふ
ぁ
ぁ
ぁ…

…

っ
♡
♡ 

い
ぐ…
…

、
い
ぐ
、
い
ぐ
ぅ…

…

っ

♡
♡
♡
」

「
ね
だ
れ
よ
。
誰
の
ち
ん
ぽ
、
お
前
の
ま
ん
こ
に
入
っ
て
る
」

だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡
だ
ち
ゅ
っ
♡

「
あ
、
あ
、
あ…
…
っ
、
わ
、
わ
た
、
わ
た
し
、
は…

…

っ
♡
」

「
言
え
。
俺
の
で
い
け
」

子
宮
口
に
ぐ
っ
、
と
。

い
ち
ば
ん
、
ふ
か
い
と
こ
ろ
に
。
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「
あ…

…

っ
、
あ…

…

っ
、
エ
リ
、
エ
リ
ア
ス
、
さ
、
ま
の…

…

、
も

の…
…

っ
♡
♡
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
口
が
勝
手
に
呼
ん
だ
。

一
度
も
呼
ぶ
つ
も
り
の
な
か
っ
た
名
前
を
。

社
交
儀
礼
の
「
殿
下
」
を
踏
み
越
え
て
。

「
言
え
た
、
な
♡
」

エ
リ
ア
ス
の
腰
が
、
ぐ
っ
、
と
止
ま
っ
た
。

子
宮
口
に
ち
ん
ぽ
の
先
っ
ぽ
か
ら
、
熱
い
の
が
、
ぶ
わ
っ
、
と
広
が
る
。
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ど
び
ゅ
っ…

…

♡

ど
び
ゅ
る
る
る
る
る…

…

っ
♡
♡

ぴ
ゅ
っ
、
ぴ
ゅ
っ
、
ぴ
ゅ
ぅ…
…

♡

「
あ
゛
、
ぁ
ぁ
ぁ…
…

っ
♡
♡
♡
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
腰
が
玉
座
の
上
で
跳
ね
た
。

濁
点
崩
し
の
叫
び
。

白
い
背
が
弓
な
り
に
反
る
。

拘
束
さ
れ
た
手
首
が
、
ぎ
ゅ…

…

っ
、
と
絹
を
握
り
直
す
。



断罪エンドのはずの私は、暴君王の妃にされました

63

し
ゅ
る…

…

っ
♡

絹
の
腰
帯
が
皮
膚
に
食
い
込
む
。

（
や
ば
っ…

…

、
だ
め
、
こ
れ…

…

、
お
ま
ん
こ
、
む
り…

…

っ

♡
♡
）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
内
側
で
何
か
が
決
定
的
に
終
わ
っ
た
。

処
刑
さ
れ
る
予
定
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
今
夜
、
玉
座
の
上
で
死
ん
だ
。

代
わ
り
に
別
の
な
に
か
に
な
っ
た
暴
君
王
の——

（…
…

俺
の
も
の…

…

っ
♡
♡
）
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そ
の
言
葉
だ
け
が
頭
の
中
で
こ
だ
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

絹
の
腰
帯
が
解
か
れ
た
。

し
ゅ
る
り
、
と
。

手
首
に
赤
い
痕
が
残
っ
て
い
る
。

「
は…

…

、
は
ぁ…

…
っ
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
呼
吸
は
、
ま
だ
整
わ
な
い
。

玉
座
の
段
差
に
座
ら
さ
れ
た
格
好
で
エ
リ
ア
ス
の
腕
に
背
を
預
け
て
い
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た
。

ド
レ
ス
は
半
ば
崩
れ
た
ま
ま
。

白
い
肩
に
、
エ
リ
ア
ス
の
上
着
が
、
か
け
ら
れ
て
い
る
。

お
ま
ん
こ
の
中
、
ま
だ
、
お
ち
ん
ち
ん
が
熱
を
残
し
て
い
た
。

「
上
手
だ
っ
た
な
♡
」

エ
リ
ア
ス
の
声
は
、
も
う
、
低
く
な
い
。

笑
み
を
含
ん
で
い
た
。

「
処
刑
前
に
し
て
は
、
お
ま
ん
こ
、
よ
く
鳴
い
て
く
れ
た
」
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「
殿…

…

下
、
こ
れ
、
は…

…

」

「
な
ん
だ
？
」

「
私
を…

…

、
処
刑
な
さ
る
の
で
は
、
な
く…

…

？
」

エ
リ
ア
ス
は
答
え
な
か
っ
た
。

代
わ
り
に
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
白
い
額
に
唇
を
一
度
だ
け
触
れ
た
。

ち
ゅ
っ
。

軽
い
、
そ
れ
だ
け
の
キ
ス
。

「
お
前
は
北
の
塔
に
行
く
」
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「…
…

塔
？
」

「
処
刑
塔
だ
。
俺
の
管
轄
の
、
塔
だ
」

エ
リ
ア
ス
の
腕
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
を
も
う
一
度
抱
き
寄
せ
た
。

玉
座
の
段
差
か
ら
立
ち
上
が
ら
せ
る
。

そ
の
時——

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
目
に
玉
座
の
肘
掛
け
の
、
何
か
が
映
っ
た
。

漆
黒
の
革
に
押
し
花
が
、
ひ
と
つ
。
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布
越
し
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

白
い
花
び
ら
。

百
合
の
押
し
花
。

（…
…

こ
れ…

…

）

息
が
止
ま
っ
た
。

八
歳
の
あ
の
日
、
婚
約
者
顔
合
わ
せ
の
庭
園
。

百
合
の
花
壇
の
前
で
彼
女
が
小
さ
く
つ
ま
ん
で
、
エ
リ
ア
ス
の
手
の
ひ
ら

に
こ
っ
そ
り
置
い
た
花
。
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誰
に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
の
、
花
。

「
殿
下…

…

？
」

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
唇
が
震
え
た
。

が
、
エ
リ
ア
ス
は
、
そ
の
視
線
に
気
づ
か
ぬ
ふ
り
で
彼
女
を
抱
き
上
げ

た
。

絹
の
ド
レ
ス
ご
と
、
軽
々
と
。

「
行
く
ぞ
。
俺
の
死
刑
囚
♡
」
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玉
座
の
間
の
扉
が
外
か
ら
、
ふ
た
た
び
開
い
た
。

近
衛
の
足
音
が
回
廊
に
響
く
。

夜
の
風
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
頬
を
撫
で
て
い
っ
た
。

（…
…

処
刑
塔
、
っ
て
、——

）

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
は
、
ま
だ
何
も
理
解
で
き
な
い
ま
ま
。

た
だ
、
暴
君
王
の
腕
の
中
で
赤
い
手
首
を
見
つ
め
て
い
た
。



体
験
版
は
こ
こ
ま
で

こ
れ
は
、
ま
だ
入
口
で
す
。

こ
の
先
で
、
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
す
。

選
択
も
、
関
係
も
、
そ
し
て――

結
果
も
。

知
ら
な
い
ま
ま
で
終
わ
る
か
、

そ
れ
と
も
、
最
後
ま
で
見
届
け
る
か
。

答
え
は
、
本
編
に
あ
り
ま
す
。


